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高度情報社会の時代区分

携帯型情報端末として

アナログ携帯電話（１G

携帯電話）のサービス

が普及し始めた時代

● マルチメディアという

言葉が普及した時代

MDの普及等、身の回

りの製品、情報のデジ

タル化が進む

●

●

インターネット接続が

一般に広く普及し始め

る。インターネット接続

可能な携帯電話も普及

● 「どこでも、いつでも、

何でも」ネットワーク

につながる時代

●

ブ ロ ー ド バ ン ド

移 動 体
登場期

マルチメディア
時代

インターネット
時代

ユビキタス
ネットワーク

時代
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２００５年まで常時接続可能な環境

高速 ３,０００万世帯

超高速 １,０００万世帯

２００３年時点での常時接続可能な環境

高速 DSL ３,５００万世帯

CATV  ２,３００万世帯

超高速 FTTH １,７７０万世帯

目 標 実 績

に対し

MPHPT我が国におけるブロードバンド加入者数の推移
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◆高速インターネットの利用料金・加入者数◆高速インターネットの利用料金・加入者数
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◆公立学校のホームページ開設率◆公立学校のホームページ開設率
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生活・人材

7,800円

2,500円

加入者数：
約１7倍に

※利用料金：DSLの月額利用料金、加入者数：DSL、CATV、FTTHの合計

約 ４ 割

約 ６ 割

◆電子申請・届出が可能な国の手続の割合◆電子申請・届出が可能な国の手続の割合
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◆株式取引に占めるインターネット取引率◆株式取引に占めるインターネット取引率
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58.3%
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19.0%

※売買代金ベース

約1,400万加入（円）

約85万加入

インターネットの高度利活用の進展

利用料金：
約１／３に

MPHPT
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MPHPTｅ－Ｊａｐａｎ戦略Ⅱの概要 MPHPT

○ 次世代情報通信基盤の整備
（いつでもどこでも何でもつながるユビキタスネット
ワークの形成）

○ 安全・安心な利用環境の整備
（安心してインターネット等を利活用できる環境を構築）

○ 次世代の知を生み出す研究開発
（我が国がこれまで培ってきた世界に誇れる強い技術の強
化等）

○ ＩＴ人材の育成と学習振興
（我が国の国際競争力向上のために、必要な高度ＩＴ人材
を広範に育成）

○ 新たな国際関係の展開
（アジア地域の連携強化のため、「アジア・ブロードバン

ド計画」を着実に推進すると共に、新たにそれ以外の施策
を含めた包括的な協力関係を樹立する「アジアＩＴイニシ
アティブ」を推進）

７分野でのＩＴ利活用の先導

○ 医療
（患者基点の総合的医療サービス、継続的治療等）

○ 食
（トレーサビリティシステムの構築による豊かで安心できる
食生活の実現等）

○ 生活
（温かく見守られている生活の実現、家庭でのサービスの選
択肢拡大等）

○ 中小企業金融
（与信方法の多様化や融資に関する手続きの簡素化により、
中小企業の資金調達環境を改善等）

○ 知
（個の学習スタイルの多様化による個の能力向上と我が国人

材の国際競争力向上等）

○ 就労・労働
（適材適所で能力を発揮できる社会の実現等）

○ 行政サービス
（「24時間365日ノンストップ・ワンストップ」の行政サービ
スの提供と行政部門の業務効率向上等）

新しいＩＴ社会基盤整備ＩＴ利活用の推進

ＩＴ利活用により、「元気・安心・感動・便利」社会を目指すＩＴ利活用により、「元気・安心・感動・便利」社会を目指す
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IT利活用により実現されるユビキタスネットワーク社会

○ テレビや携帯端末、様々な情報家電等の端末を通じて、どこにいても、ネットワーク、端末、コン
テンツを自在に、ストレスなく安心して利用することが可能となる。

将 来 像

※ ユビキタスネットワーク ： いつでも、どこにいてもネットワーク、端末、コンテンツ等を自在に、意識せずに、安心して利用できる情報通信ネットワーク
ユビキタス（Ubiquitous）は、ラテン語で「いたる所に存在する」という意味の言葉に由来。

MPHPT
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2010年

ｕ-Ｊａｐａｎの実現

経済へのインパクト

 ＩＣＴ産業の成長

 新市場の創造

 国際競争力の強化

生活へのインパクト

 生活者の利便・ゆとりの向上

 生活者の安全・安心の確保

地域へのインパクト

 どこでも生き甲斐あるくらし

 地域の活性化

→ 新しいビジネスの誕生

→ 地域再生

→ 少子高齢化の中、

安全・安心な暮らし

今、ｅ－Ｊａｐａｎの目標
達成は目前

↓
しかし、ｕ－Ｊａｐａｎ実現

の課題は多い

ｕ－Ｊａｐａｎ
政策パッケージ

「いつでも、どこでも、何でも、誰でも」がネットワーク
に簡単につながる社会

年金や介護を受ける方が、ＩＣＴで元気に活動して納
税者になるなど全く新しい未来の日本像

■ ｕ－Ｊａｐａｎ（ユビキタスネット・ジャパン） 「ｕ」は「ユビキタス」（「至る所にある」の意 ）の略。また「どこでも誰でも」という「ユニバーサル」の「ｕ」にもつながるもの。

u-Japan(2010年に実現する次世代ＩＣＴ社会）構想
MPHPT
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リモコンで閉め忘れも安心リモコンで閉め忘れも安心

ドア開閉センサ

ピピッ

うっかり鍵を掛け忘れ
てしまったよ。でもリ
モコンで閉められる

な・・・。

調べる調べる

電子タグ

ピピッ

○×県△□産：無農薬

スーパーに来てから
携帯で冷蔵庫を
チェック

スーパーに来てから
携帯で冷蔵庫を
チェック

ピピッ

様々なものが様々なものが

ネットワークにネットワークに

つながるつながる

通話中

学校は楽しいよ。 お
じいちゃん、おばあ

ちゃんは元気？

学校は楽しいよ。 お
じいちゃん、おばあ

ちゃんは元気？

顔色の分かるハイビジョンで迅速処置顔色の分かるハイビジョンで迅速処置

患者の容体について
データを送ります。

顔色から判断する
と・・・。よし、
○○剤を注射して
おいて下さい。

デジタルハイビジョンは、
大きくて綺麗で、値打ち
ものね。リモコンならカ

ンタンね。

孫とまるで会っ
ているようじゃ。
ユビキタスって

こういうことか。

ＩＴによるＩＴによる
安心・安全の確保安心・安全の確保

いつでもいつでも

どこでもどこでも

アクセス可能アクセス可能

あら、大根が家の冷蔵庫
にないわね。

移動中にテレビタイム移動中にテレビタイム

やったぞ、日本代表の
ゴールだ。でも新幹線
の中でハイビジョンが
見られるなんて便利に
なったもんだ。

u-Japan 
ひろがるＩＴで動き出す

新しい社会

【口コミ情報】
★露天風呂が最高！！（▽歳男性）

温泉旅館予約

○○温泉旅館
◇県 △ △市□ □1 -2 -3

１ 泊の み 5 , 00 0円

朝 夕食付き 2 0 ,0 0 0円

ラ ン チ 1 , 00 0 円 ～

その 他

Ｔ Ｅ Ｌ
x x- x x x x- x x x x

予約する【口コミ情報】
★露天風呂が最高！！（▽歳男性）

温泉旅館予約
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予約する

ここにしましょう。
『予約する』って

言えばいいのね

音声でカンタンに機器を操作音声でカンタンに機器を操作

スーパー

デジタルテレビデジタルテレビ
がＩＴ社会のがＩＴ社会の
ゲートウェイにゲートウェイに

ボタン一つで孫と
おしゃべり

ボタン一つで孫と
おしゃべり

ピピッ

○月10日 Ａさん収穫

○月11日 ××到着

○月12日 △△到着

無農薬なら安全だわ。

この大根にしようかし
ら。ユビキタスって助

かるわ。

大根（無農薬）

冷蔵庫の中には以下の品物があります。

・キウィ ・鮭切り身

・マッシュルーム ・ソーセージ

・ねぎ ・えび(むき身)

・トマト ・アイスクリーム

・梅干し ・ビール

・チーズ ：

注文画面へ TV画面へ他の家電
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製造業（除く情報

通信産業）（25兆

85億円）

運輸（8兆5,812億

円）

金融・保険（7兆

9,001億円）

対事業所サービ ス

（7兆8,173億円） その他(11兆9,242

億円）

商業（14兆1,390億

円）

情報通信産業（45

兆1,552億円）

図表① ユビキタスネットワーク関連市場規模の現状と予測

総務省調べ

ユビキタスネット
ワーク関連市場
87.6兆円

120.5兆円
(生産誘発額）

（兆円）
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○ ユビキタスネットワーク関連市場の経済波及効果

◇ ユビキタスネットワーク関連市場は、2010年（平成22年）に87.6兆円。2003年からの８年間の累計は449.1兆円 （図表①）

◇ ユビキタスネットワーク関連市場の経済波及効果は、2010年に120.5兆円。2003年からの累計は611.1兆円 （図表②）

28.7兆円

87.6兆円２０１０年（平成２２年）に
は約３倍の８７．６兆円

図表② ユビキタスネットワークの経済波及効果
（ユビキタスネットワーク関連市場が全産業に及ぼす生産誘発額）

経済波及効果
は１２０．５兆円

59.3兆円

（注）ここでのユビキタスネットワーク関連市場は、ユビキタスネットワークに関連する、
①インフラ市場、②ネットワーク市場、③アプライアンス市場、④プラットフォーム市場、
⑤サービス・コンテンツ市場、及び⑥個人の電子商取引（B2C（企業―個人間））市場、

非接触型ICカード・電子タグによるキャッシュレス商取引市場の合計値

（注）2003年から2010年までの８年間の累計では、449.1兆円になる

（注）2003年から2010年までの８年間の累計では、611.1兆円になる

u-Japanの経済波及効果
MPHPT
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ユビキタスネットワーク技術の位置づけ
MPHPT

端末系ネットワーク端末系端末系ネットワークネットワーク アクセスネットワークアクセスネットワークアクセスネットワーク コアネットワークコアネットワークコアネットワーク

次世代コアネットワーク

デジタル情報家電群

センサ群

• どこにいても、ネットワーク、端末、コンテンツを意識せずに、ストレスなく利用できる
• 光、ﾓﾊﾞｲﾙ、情報家電、IPﾈｯﾄﾜｰｸ制御、ｴｰｼﾞｪﾝﾄ、ｾｷｭﾘﾃｨ、ｼｽﾃﾑLSI 等の技術が重要

• どこにいても、ネットワーク、端末、コンテンツを意識せずに、ストレスなく利用できる
•• 光、ﾓﾊﾞｲﾙ、情報家電、光、ﾓﾊﾞｲﾙ、情報家電、IPIPﾈｯﾄﾜｰｸ制御、ｴｰｼﾞｪﾝﾄ、ｾｷｭﾘﾃｨ、ｼｽﾃﾑﾈｯﾄﾜｰｸ制御、ｴｰｼﾞｪﾝﾄ、ｾｷｭﾘﾃｨ、ｼｽﾃﾑLSILSI 等の技術が重要等の技術が重要

電子タグ

デジタル情報家電の
ネットワーク化

センサーネットワーク技術

ＩＰｖ６化

モバイル技術
（第４世代移動通信ｼｽﾃﾑ、

超高速無線ＬＡＮ等）

宇宙通信技術
（準天頂衛星等）

フォトニック・ネットワーク技術

量子情報通信技術高度セキュリティ技術

ネットワーク・ロボット技術

シームレス接続技術、

高度認証技術

安全・安心な暮らし

便利で快適な生活

人に優しい

物の情報が伝わる
快適なオフィス

無線LAN

ロボット
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ユビキタスネットワーク社会の実現に向けた総合的な研究開発の展開

ユビキタスネットワーク社会の実現に必須となるコ

アネットワーク技術、アクセス系ネットワーク技術、

端末系技術等の基盤技術の研究開発

① 基盤技術の研究開発① 基盤技術の研究開発

③ 実 証 実 験③ 実 証 実 験

・ 基盤技術の研究開発や利活用技術の実証実験を
促進するための研究開発環境

ユビキタスネットワーク社会での、物流、食品、医

療・薬品、道路・交通分野等におけるアプリケー

ション等の利活用技術の研究開発

② 利活用技術の研究開発② 利活用技術の研究開発

⇒ 「ユビキタスネットワーク技術の研究開発」

⇒ 「超高速フォトニック・ネットワーク技術に関する研究開発」

⇒ 「テラビット級スーパーネットワークの開発」

⇒ 「量子情報通信技術の研究開発」

⇒ 「電子タグの高度利活用技術に関する研究開発」

⇒ 「ネットワークロボット技術の研究開発」

⇒ 「情報家電のIPｖ６化」

⇒ 「アーカイブコンテンツのネットワーク利活用の促進」

MPHPT

⇒ 「最先端の研究開発テストベッドネットワークの構築」
⇒ 「国際テストベッドネットワークの構築」

平成16年度情報通信研究機構（NICT）
運営費交付金383億円の内数

◆ 「基盤技術の研究開発」、「利活用技術の研究開発」、「実証実験」を三位一体で推進することで効果的な研究開発を展開

◆ 利活用技術や実証実験の成果が、基盤研究開発にフィードバックされ、研究開発全体のレベルが高度化
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最先端の新たなテストベッド・ネットワーク『ＪＧＮⅡ』へ（平成１６年度～）

那覇

札幌

仙台

つくば長野

金沢

名古屋
北九州

岡山

幕張

大阪

高知
福岡

高松

東京

東京都内
２箇所けいはんな

京都

研究開発用ギガビットネットワーク（ＪＧＮ）の効果

地域活性化効果地域活性化効果

地域のＩＴ化の進展により、様々な活動が活性化

■全国各地に産学官から成る協議会が設置され、

延べ１００６機関が参加

■地域における研究活動が活発化

■地域住民へのＩＴ化の浸透

経済波及効果経済波及効果

国の直接支出額：６６３億円

■ 直接的経済波及効果 ⇒ ２，０６９億円

■ 市場創出効果 ⇒ 約２．２～２．８兆円

人材育成効果人材育成効果

地域における情報通信分野の研究開発に必要な
人材育成に多大な貢献

■６９人が博士号取得

■実践的な研究開発による高い人材育成効果

産業化への貢献産業化への貢献

実証にとどまらず、産業化にも効果を発揮
■ 関連特許１５２件、関連製品の開発等、産業化

に大きく貢献。

■ビジネスの促進

（新規企業設立、中小企業支援効果）

ＪＧＮのネットワーク構成図

MPHPT

○ JGNは、平成11年度から15年度の5年間活用された
誰でも利用可能なオープンテストベッド
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３．運用期間
平成16年4月～平成20年3月（予定）

１．目的
産・学・官・地域等と連携して以下のような施策を推進
・基礎的・基盤的な研究開発から実証実験まで広範な情報通信技術の研究開発の促進
・地域の活性化
・実践的な研究活動を通じた人材育成
・将来のIT社会の姿を展望・実践 等

２．特徴

新たな研究開発用テストベッド・ネットワーク(JGNⅡ)の概要
MPHPT

11

・最先端の光交換機を導入し、高速交換等を実践

・多様な実験が可能な光テストベッド環境を併せて整備

・日米回線についても併せて整備

(平成16年8月から運用開始予定）

その他

最大２０Ｇｂｐｓ最大２．４Ｇｂｐｓ基幹回線の速度

（独）情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）通信・放送機構（ＴＡＯ）運用機関

６３ヵ所６６ヵ所アクセスポイント

IPを基本ＡＴＭを基本ネットワーク

研究開発用にオープンなテストベッド・ネットワーク性質



MPHPT

金沢
仙台

札幌

長野

高知
名古屋

福岡

沖縄

岡山

<１G>
・テレポート岡山 （岡山市）
・広島大学 (広島県東広島市)

<１００M>
・鳥取環境大学 (鳥取市)
・テクノアークしまね （松江市）
・ニューメディアプラザ山口

（山口市）

<１０G>
・京都大学 (京都市)
・大阪大学 (大阪府茨木市)

<１G>
・NICT関西先端研究センター (神戸市)

<１００M>
・びわ湖情報ハイウェイAP * （大津市）
・奈良県工業技術センター （奈良市）
・和歌山大学 (和歌山市)
・兵庫県西播磨総合庁舎 （兵庫県上郡町）

<１０G> 
・九州大学 (福岡市)

<１００M>
・NetComさが （佐賀市）
・長崎大学 (長崎市)
・熊本県庁 (熊本市)
・豊の国ハイパー

ネットワークAP * （大分市）
・宮崎大学 (宮崎市)
・鹿児島大学 (鹿児島市)

<１００M>
・ 香 川 県 新 規産 業 創 出 支 援セ ンタ ー

（高松市）
・徳島大学 (徳島市)
・愛媛大学 (松山市)
・高知工科大学 (高知県土佐山田町)

<１００M>
・名古屋大学 (名古屋市)
・静岡県立大学 (静岡市)
・ソフトピアジャパン （岐阜県大垣市）
・三重県立看護大学 (津市)

<１０G>
・石川ハイテク交流センター （石川県辰口町）

<１００M>
・(株)富山県総合情報センター （富山市）
・福井県情報スーパーハイウェイAP * （福井市）

<１００M>
・新潟大学 (新潟市)
・まつもと情報創造館

（長野県松本市）

<１０G>
・東京大学 (文京区)
・NICT鹿島宇宙通信研究センター

(茨城県鹿嶋市)
<1G>

・(株)横須賀テレコムリサーチパーク
（神奈川県横須賀市）

<100M>
・宇都宮大学 (宇都宮市)
・群馬産業技術センター （前橋市）
・麗澤大学 (千葉県柏市)
・NICT本庄情報通信研究開発支援センター

（埼玉県本庄市）
・山梨県開放型研究開発センター

（山梨県玉穂町）

<１G>
・東北大学 (仙台市)
・NICT岩手IT研究開発支援センター

（岩手県滝沢村）
<１００M>

・八戸工業大学 (青森県八戸市)
・秋田地域IX * （秋田市）
・慶応義塾大学鶴岡キャンパス

(山形県鶴岡市)
・会津大学 (福島県会津若松市)

NICT
つくばRC

20Gbps
10Gbps
1Gbps
光テストベッド

コアネットワーク拠点
（アクセスポイントとしても利用可能）

全国都道府県のアクセスポイント

大阪

大手町

USA

NICTけいはんな

情報通信融合研究
センター

NICT北九州
IT研究開発支援

センター

NICT
小金井本部

[凡例]

*IX:Internet eXchange
AP:Access Point

新たな研究開発用テストベッド・ネットワーク(JGNⅡ)の構成

<１００M>
・北海道地域ネットワーク協議会AP*

（札幌市）
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利用促進部会利用促進部会 研究推進部会研究推進部会

事務局
NICT地域協議会等地域協議会等

連
携

国
際
共
同
研
究
体
制

連携

連携

・新たな研究開発用ﾈｯﾄﾜｰｸを利用した研究に関する

推進方策の検討
・新たな研究開発用ﾈｯﾄﾜｰｸの利用促進方策の検討
・新たな研究開発用ﾈｯﾄﾜｰｸの基本運営方針の検討
・産学官、地域との連携の促進

・新たな研究開発用ﾈｯﾄﾜｰｸを利用した研究に関する

推進方策の検討
・新たな研究開発用ﾈｯﾄﾜｰｸの利用促進方策の検討
・新たな研究開発用ﾈｯﾄﾜｰｸの基本運営方針の検討
・産学官、地域との連携の促進

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
直
轄
研
究

基
幹
系
・
ア
ク
セ
ス
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

サ
ー
ビ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術

拠
点
連
携
型
資
源
共
有
技
術

先
端
基
礎
・基
盤
技
術

等
の
研
究

ﾈｯﾄﾜｰｸ運営部会

部会長：
東京大学名誉教授

齊藤 忠夫

・ＪＧＮを利用した研究に関する推進方策
の検討

・ギガビットラボの利用促進方策の検討

・ＪＧＮ基本運営方針の検討
・研究開発の振興策の検討

・ＪＧＮを利用した研究に関する推進方策
の検討

・ギガビットラボの利用促進方策の検討

・ＪＧＮ基本運営方針の検討
・研究開発の振興策の検討

活動の目的 活動の目的

推進体制

会長： 京都大学総長 長尾 眞

次世代超高速ﾈｯﾄﾜｰｸ
推進会議

代表幹事：
東京大学名誉教授

齊藤 忠夫

幹事会

共同利用型
研究開発施設

利用促進委員会
委員長：

東京大学国際・
産学共同研究センター長

安田 浩

推進委員会
委員長：

㈱三菱総合研究所
常務取締役

森山 光彦

事務局
TAO地域協議会等地域協議会等

幹事会幹事会

次世代高度ﾈｯﾄﾜｰｸ
推進会議

次世代高度ﾈｯﾄﾜｰｸ
推進会議

推進体制

連
携

連
携

MPHPT新たな研究開発用テストベッド・ネットワーク(JGNⅡ)の推進体制
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会長： 大阪大学総長 宮原 秀夫

代表幹事：
東京大学教授

青山 友紀

部会長：
広島大学教授

相原 玲二

部会長：

九州工業大学教授
尾家 祐二

リ
ー
ダ
ー
：

東
京
工
業
大
学
教
授

池
田

佳
和



【岡山県】
岡山JGNⅡリサーチセンター

・次世代インターネット相互接続性検証
の研究開発

【岡山県】
岡山JGNⅡリサーチセンター

・次世代インターネット相互接続性検証
の研究開発

【福岡県】
北九州JGNⅡリサーチセンター

・ネットワーク計測に基づく適応経路制御
技術の研究開発

・品質を考慮したシームレスな資源利用・
割当て制御技術の研究開発

【福岡県】
北九州JGNⅡリサーチセンター

・ネットワーク計測に基づく適応経路制御
技術の研究開発

・品質を考慮したシームレスな資源利用・
割当て制御技術の研究開発

【茨城県】
つくばJGNⅡリサーチセンター

・高度HCI技術を活用した適応型
サービス制御の研究開発

・GMPLSネットワーク運用・管理
技術の研究開発

【茨城県】
つくばJGNⅡリサーチセンター

・高度HCI技術を活用した適応型
サービス制御の研究開発

・GMPLSネットワーク運用・管理
技術の研究開発

■JGNⅡリサーチセンター(全国に7箇所）

【大阪府】
大阪JGNⅡリサーチセンター

・拠点連携のためのセキュアな資源共
有技術の研究開発

・広域ネットワークにおける大規模データ
処理連携技術の研究開発

【大阪府】
大阪JGNⅡリサーチセンター

・拠点連携のためのセキュアな資源共
有技術の研究開発

・広域ネットワークにおける大規模データ
処理連携技術の研究開発

【東京都】
大手町JGNⅡリサーチセンター

・ネットワーク構築運用支援ツール群
の研究開発

・広域高信頼ネットワーク接続性提供
技術の研究開発

・IPv6機器検証評価手法とツールの

研究開発

【東京都】
大手町JGNⅡリサーチセンター

・ネットワーク構築運用支援ツール群
の研究開発

・広域高信頼ネットワーク接続性提供
技術の研究開発

・IPv6機器検証評価手法とツールの

研究開発

【宮城県】
東北JGNⅡリサーチセンター

・アプリケーション指向型運用管理
プラットフォーム技術の研究開発

【宮城県】
東北JGNⅡリサーチセンター

・アプリケーション指向型運用管理
プラットフォーム技術の研究開発

【高知県】
高知JGNⅡリサーチセンター

・サラウンディング・コンピューティング
技術の研究開発

【高知県】
高知JGNⅡリサーチセンター

・サラウンディング・コンピューティング
技術の研究開発

■NICT情報通信部門（小金井、けいはんな）

【東京都】
NICT小金井本部

・先端基礎・基盤技術研究

【東京都】
NICT小金井本部

・先端基礎・基盤技術研究

【京都府】
けいはんな情報通信融合研究センター

・先端基礎・基盤技術研究

【京都府】
けいはんな情報通信融合研究センター

・先端基礎・基盤技術研究

MPHPT
NICTの研究開発拠点
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ご清聴ありがとうございます。


